
とんど（上町）

・第 119 回定例会　審議内容 

・一般質問　10 人の議員が斬り込む 

・委員会の動き、組合議会報告

・議会の予定・編集後記
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歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
４

８
４
３
万
７
千
円
を
追
加

　

台
風
10
号
災
害
復
旧
及
び

兵
庫
県
知
事
・
衆
議
院
議
員

総
選
挙
費
用
を
追
加
し
た
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
承
認

　

約
２
５
６
０
㎡
、
普
通
車

87
台
・
中
型
３
台
・
二
輪
車

10
台
分
の
駐
車
が
で
き
る
。

■
契
約
金
額

７
４
４
７
万
円
で
契
約

■
契
約
の
相
手
方

㈱
テ
ク
ノ
・
ハ
リ
マ

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
で
、
事
務
所
に
設
置

し
て
い
た
看
板
が
突
風
で
飛

ば
さ
れ
、
職
員
の
私
用
車
の

ド
ア
を
損
傷
し
、
修
理
費
33

万
１
７
０
０
円
を
支
払
う
。

　
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
20
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
令
和
６
年
度

各
会
計
補
正
予
算
15
件
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
町
職
員
の
給
与
引
き
上
げ
な
ど
条
例
の
一
部
改

正
6
件
、
財
産
の
取
得
３
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、
指
定
管
理
者
の
変
更
な
ど
31
件
の
議
案

を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
質
問
し
ま
し
た
。

第119回　定例会

令
和
６
年
度
佐
用
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

道の駅宿場町ひらふく指定管理者

道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く

駐
車
場
整
備

　

会
議
室
・
多
目
的
室
で
使

用
す
る
椅
子
・
机
、
調
理
実

習
室
の
ロ
ッ
カ
ー
を
購
入

■
取
得
金
額

１
２
８
９
万
５
３
０
０
円

■
取
得
の
相
手
方

㈱
井
上
家
具
セ
ン
タ
ー

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

み
そ
加
工
所
・
惣
菜
等
加

工
所
で
使
用
す
る
ラ
ッ
ク
、

テ
ー
ブ
ル
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど

を
購
入

■
取
得
金
額

７
４
１
万
４
千
円

■
取
得
の
相
手
方

㈱
井
上
家
具
セ
ン
タ
ー

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

南
光
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品

一
式
購
入

味
わ
い
の
里
三
日
月
新
築

２
棟
備
品
一
式
購
入

工
事
請
負
契
約

承　

認

報　

告

議　

案　

　

㈱
道
の
駅
平
福
（
代
表
取

締
役　

加
藤
隆
久
氏
）
か
ら

㈱
か
の
ね
（
代
表
取
締
役　

四
方
田
康
次
氏
）
に
変
更
し
、

期
間
を
令
和
13
年
３
月
31
日

ま
で
と
す
る
。

問　

現
従
業
員
の
雇
用
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

１
月
１
日
か
ら
㈱
か
の

ね
の
新
従
業
員
と
し
て
雇
用

し
て
も
ら
え
る
よ
う
調
整
し

て
い
る
。

問　

駅
長
や
経
営
の
役
割
分

担
は
。

答　

㈱
か
の
ね
の
役
員
が
管

理
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
職
員

を
１
人
入
れ
る
予
定
。

道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く

の
指
定
管
理
者
の
変
更

問問 答答

㈱かのねに変更

▲駐車場整備予定地
　

老
朽
化
に
よ
る
故
障
で
更

新
す
る
た
め
。

■
取
得
金
額

７
８
８
万
１
５
０
０
円

■
取
得
の
相
手
方

竹
田
運
動
具
店

問　

固
定
使
用
す
る
運
用
の

変
更
で
問
題
は
な
い
か
。

答　

通
常
は
倉
庫
に
置
き
、

利
用
時
に
金
具
で
固
定
し
て

使
用
す
る
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

上
月
体
育
館
移
動
式
バ
ス
ケ

ッ
ト
ゴ
ー
ル
一
式
購
入

財
産
の
取
得

問答

▲移動式バスケットゴール



　　　　　　

問　

農
林
水
産
業
費
・
地
域

集
積
協
力
金
1
千
万
円
の
内

容
は
。　
　
　
　
　

答　

８
地
区
の
農
会
で
実
施
。

過
年
度
分
９
地
区
分
を
交
付

す
る
。

　

県
へ
の
申
請
漏
れ
が
あ
り
、

１
件
は
町
で
全
額
（
１
１
９

万
５
６
０
０
円
）
交
付
す
る
。

今
後
、
防
止
対
策
と
し
て
、

複
数
で
対
応
す
る
よ
う
に
朝

礼
や
課
長
会
で
指
導
し
て
い

く
。

問　

道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ

く
指
定
管
理
料
１
０
９
０
万

円
の
内
容
は
。

答　

令
和
７
年
１
月
か
ら
運

営
す
る
㈱
か
の
ね
に
人
件
費

相
当
の
３
ヶ
月
分
、
ト
イ
レ

な
ど
施
設
管
理
費
を
支
払

う
。　

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

問　

居
宅
介
護
や
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
は
減
額
し
、
施

設
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
増
額
し

て
い
る
要
因
は
。

答　

佐
用
町
は
、
高
齢
夫
婦

な
ど
が
多
い
。
現
在
施
設
に

待
ち
な
し
で
入
居
で
き
て
い

る
。　

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

農
林
振
興
課
担
当
の
「
農

地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力

金
交
付
事
業
」
の
協
力
金
は
、

令
和
５
年
度
県
に
対
し
て
、

補
助
金
申
請
を
行
い
、
事
業

に
取
り
組
ま
れ
た
地
区
に
交

付
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、

当
該
地
区
の
手
続
き
が
漏
れ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
処
分
を
行
っ
た
。

　

処
分
は
、
本
来
な
ら
直
接

の
担
当
者
に
行
う
べ
き
も
の

で
あ
る
が
、
す
で
に
退
職
し
、

地
方
公
務
員
法
が
適
用
さ
れ

な
い
た
め
担
当
課
長
を
訓
告

処
分
し
た
。
そ
の
管
理
監
督

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
２
号
）

佐
用
町
長
等
の
処
分

一
般
会
計
補
正
予
算
（
５
号
）

令和6年度一般会計補正予算（第5号）

款 補正額（千円） 主な内容

総務費 6,790 電算システム設定委託料増額、防犯灯工事請負金増額

民生費 98,411 障害福祉サービス増額、児童手当増額

衛生費 1,076 予防費返還金増額、妊婦健康診査委託料減額

農林水産業費 25,300
地域集積協力金増額、土地改良事業委託料増額、ひまわり祭り運
営費減額

商工費 31,030
道の駅宿場町ひらふく指定管理委託料増額、西はりま天文台公園
特別会計繰出金増額

土木費 2,161 町営住宅修繕料増額

消防費 6,425 測量調査設計委託料増額

教育費 2,367 さよう文化情報センター工事請負金増額

補
正
予
算

議　

案　

問

問

問

　

平
成
27
年
度
か
ら
姫
路
市

と
播
磨
地
域
の
7
市
８
町
で

連
携
協
約
を
締
結
。
令
和
７

年
度
か
ら
第
３
期
播
磨
圏
域

連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
「
デ
ジ
タ
ル
イ
ン

フ
ラ
整
備
」
や
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
活
用
し
た
「
介
護
分
野

で
の
新
た
な
連
携
を
行
え
る

よ
う
に
連
携
協
約
を
変
更
す

る
た
め
。

問　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
変
更
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

８
市
８
町
の
「
は
り
ま

読
本
」
を
小
学
校
六
年
生
に

配
布
、
サ
ン
テ
レ
ビ
の
番
組

は
り
ま
サ
タ
デ
ー
９
で
の
情

報
発
信
、
消
防
救
急
搬
送
シ

ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
が
あ
る
。

　

今
後
、
新
た
に
介
護
を
追

加
し
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
の
マ

ッ
プ
化
な
ど
を
行
う
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

姫
路
市
及
び
佐
用
町
連
携

中
枢
都
市
圏
形
成
、
連
携

協
約
変
更

問答

答

答

答

広域連携を強化

責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

町
長
・
副
町
長
の
給
料
10
分

の
１
を
、
１
ヶ
月
給
料
減
額

支
給
す
る
改
正
を
す
る
。

姫 路 市 と の 連 携 協 約 を 変 更
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第119回　定例会

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
た

給
与
、
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
の
改
正
を
す
る
た
め
条

例
を
整
備
す
る
。

　

期
末
・
勤
勉
手
当
を
年
０

・
１
ヶ
月
分
引
き
上
げ
る
。

　

給
料
表
改
定
は
、
30
歳
代

後
半
ま
で
の
職
員
に
重
点
を

置
く
。
改
定
率
は
平
均
３
％
。

令
和
６
年
４
月
１
日
ま
で
遡

及
す
る
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　

月
額
４
３
０
０
円
～
５
５

０
０
円
引
き
上
げ
る
。

■
結
果
　
全
員
賛
成
　
可
決

　
　
　

児
玉
　
雅
善
　
議
員

　

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
て

職
員
の
給
与
を
改
正
す
る
の

に
併
せ
て
、
改
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
だ
が
、
人
事
院
勧

告
は
一
般
職
の
国
家
公
務
員

に
対
す
る
勧
告
で
あ
る
。

今
年
の
春
闘
で
大
幅
な
賃
金

ア
ッ
プ
が
な
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
物
価
の
高
騰
、

公
共
料
金
、
社
会
保
障
費
等

の
負
担
増
で
実
質
賃
金
は
相

変
わ
ら
ず
下
が
り
続
け
て
い

る
。

　

本
町
の
特
別
職
の
給
与
等

は
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
る

と
高
額
で
あ
る
。
報
酬
を
上

げ
る
と
い
う
の
は
町
民
の
納

得
を
得
ら
れ
な
い
。

　
　

平
岡
　
き
ぬ
ゑ
　
議
員

　

議
員
の
期
末
手
当
を
職
員

の
手
当
の
支
給
に
併
せ
て
引

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
人

事
院
勧
告
制
度
は
公
務
員
の

労
働
基
本
権
が
制
約
さ
れ
た

代
償
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ

勤
務
の
対
価
と
し
て
正
当
な

給
与
の
確
保
を
図
る
も
の
で
、

議
員
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

で
は
な
い
。

　

物
価
高
騰
で
町
民
の
暮
ら

し
が
疲
弊
し
、
実
質
賃
金
が

減
っ
て
い
る
中
、
議
員
の
期

末
手
当
引
き
上
げ
は
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
。
議
員

の
期
末
手
当
は
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
。

以
上
、
反
対
討
論
と
す
る
。

　
　
　

小
林
　
裕
和
　
議
員

　

人
事
院
の
給
与
勧
告
は
議

案
第
92
号
で
可
決
さ
れ
た
通

り
、
労
働
基
本
権
制
約
の
代

償
措
置
と
し
て
、
適
正
な
給

与
確
保
す
る
機
能
を
有
し
、

民
間
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を

基
本
に
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。

県
町
村
会
で
協
議
し
、
給
与

・
期
末
・
勤
勉
手
当
等
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
別

職
に
お
い
て
は
、
期
末
手
当

の
み
を
対
象
と
し
、
一
般
職

員
と
の
均
衡
を
図
る
た
め
改

正
す
る
も
の
で
あ
り
、
年
間

総
支
給
額
か
ら
見
て
も
町
民

の
理
解
は
得
ら
れ
る
と
考
え

賛
成
す
る
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

　
　

加
古
原
　
瑞
樹
　
議
員

　

人
事
院
勧
告
は
、
民
間
と

公
務
員
の
給
与
格
差
是
正
を

目
的
に
毎
年
実
施
さ
れ
る
が
、

社
会
情
勢
な
ど
の
状
況
を
考

慮
し
下
が
る
こ
と
も
あ
る
。

現
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
時
に
は
、
経
済
の

低
迷
に
よ
り
２
年
連
続
で
下

が
っ
た
。
今
年
、
兵
庫
県
の

最
低
賃
金
が
１
０
０
１
円
か

ら
１
０
５
２
円
と
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
民

間
の
給
与
は
上
昇
傾
向
に
あ

る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
社

会
情
勢
を
反
映
し
た
人
事
院

勧
告
に
準
拠
し
、
本
町
の
状

況
を
踏
ま
え
た
今
回
の
改
正

は
妥
当
で
あ
る
。

■
結
果
　
賛
成
多
数
　
可
決

賛
成
討
論

賛
成
討
論

反
対
討
論

反
対
討
論

佐
用
町
特
別
職
の
職
員
で

常
勤
の
も
の
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

の
期
末
手
当
の
支
給
月
数

を
０
・
１
か
月
引
き
上
げ

る
改
正
。

佐
用
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
旅
費
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
会
議
員
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
を
０
・
１
か
月

引
き
上
げ
る
改
正
。

条
例
改
正

　

樫
本　

明
日
香
氏
（
家
内
）

■
任
期
は
４
年

　

中
村　

亜
紀
氏
（
下
本
郷
）

■
任
期
は
２
年
で
前
任
者
の

残
任
期
間

佐
用
町
教
育
委
員
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

同　

意



12月定例会

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

町
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

10
12 月１０日・１１日、10 人の議員が町政をただしました。

※記事および写真は質問をした議員から提出されたものです。質問・答弁の全文は後日会議録として

　ホームページに掲載しますのでご覧ください。なお、掲載順は毎回くじ引きで決めています。

※各議員のページの QR コードから、一般質問の動画が視聴できます。（動画は約１年間視聴できます。）

●児玉雅善　議員

●森脇裕和　議員

●高見寛治　議員

●幸田勝治　議員

●平岡きぬゑ　議員

●岡本義次　議員

●大内将広　議員

●廣利一志　議員

8

10

11

12

7

6

「二地域居住」促進の町の支援は

佐用町での地域猫活動の必要性について

歩道の設置で車いすの通行、通学路の安全を

これからの健康づくりの推進について

介護者の介護疲れをさける対策

●大村　隼　議員

1

1

1

2

3

14

補助教材（副教材）の共有の可能性と、その課題について

おさよんを活かした地域活性化とブランド力の強化の取組みに

ついて

本位田地区の道路灯について伺う

CO2 削減の取組みについて

佐用町の観光産業について伺う

獣害対策について

道路の安全設備について

平福電機製作所跡地について

水道事業の将来の見通しは

EV 自動車購入に町単独の補助を考えれないか

現行健康保険証の存続を

来年度、平和行政の取り組み

ユーカリ植栽に関する情報公開について問う

介護・認知症への地域からの支援をさらに得るために行政が取

り組むべきことは

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

●山本幹雄　議員

9

13

15

5



6

12月定例会

ほ
う
が
良
い
と
私
の
判
断
で

見
合
わ
せ
て
い
る
。

問　

利
神
小
学
校
跡
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
ユ
ー
カ
リ

を
含
む
４
つ
の
事
業
を
行
う

と
い
う
事
を
聞
き
、
議
会
の

議
決
が
あ
っ
た
が
、
ユ
ー
カ

リ
以
外
の
事
業
の
計
画
、
進

捗
に
つ
い
て
事
業
者
か
ら
ど

う
説
明
を
受
け
て
い
る
の
か
。

町
長　

ユ
ー
カ
リ
事
業
を
最

優
先
で
進
め
て
い
る
。
当
初

は
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
か

電
力
の
蓄
電
な
ど
検
討
さ
れ

た
が
、
地
域
に
受
け
入
れ
ら

れ
る
事
業
を
慎
重
に
検
討
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ

ル
パ
ー
の
資
格
取
得
助
成
を

さ
ら
に
考
え
る
べ
き
で
は
。

副
町
長　

地
方
か
ら
の
介
護

人
材
の
流
出
に
つ
な
が
る
。

定
住
自
立
圏
の
４
市
町
で
資

格
取
得
助
成
を
行
っ
て
い
る
。

問　

連
携
中
枢
都
市
の
協
約

変
更
で
介
護
が
追
加
さ
れ
る

が
佐
用
町
に
と
っ
て
良
い
こ

と
な
の
か
。

副
町
長　

何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
。

介
護
、
認
知
症
予
防
へ
の

地
域
の
支
援
を
得
る
た
め

に
行
政
が
で
き
る
こ
と
は

廣利 一志 議員

ひろかが かずし

に
は
「
誓
約
書
」
が
必
要
に

な
っ
た
が
何
故
か
。

町
長　

ユ
ー
カ
リ
試
験
植
栽

の
樹
種
名
は
知
的
財
産
で
あ

り
、
そ
れ
を
保
護
す
る
義
務

が
あ
る
た
め
「
誓
約
書
」
提

出
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

研
究
者
へ
の
損
害
賠
償
を

約
束
さ
れ
る
方
の
み
見
学
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
結

果
「
誓
約
書
」
を
書
面
に
て

頂
く
よ
う
に
な
っ
た
。
誓
約

書
を
提
出
で
き
な
い
方
に
は

情
報
公
開
は
致
し
か
ね
る
。

問　

全
員
協
議
会
、
本
会
議

な
ど
３
度
に
わ
た
っ
て
情
報

問　

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
ユ
ー
カ
リ
植
栽
の
情
報
を

公
開
・
更
新
す
る
と
言
っ
て

き
た
が
な
ぜ
公
開
・
更
新
し

て
い
な
い
の
か
。

町
長　

昨
年
５
月
か
ら
情
報

発
信
し
て
き
た
が
批
判
が
多

く
担
当
職
員
が
疲
弊
す
る
事

態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
現

在
は
情
報
発
信
を
取
り
や
め

て
い
る
。
町
民
の
皆
さ
ん
が

情
報
を
知
り
た
い
、
見
学
し

た
い
際
は
、
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
頂
け
れ
ば
可
能
な
限

り
対
応
し
た
い
。

問　

ユ
ー
カ
リ
植
栽
の
見
学

▲ユーカリ植栽の視察の様子

▲誓約書

ユ
ー
カ
リ
植
栽
の
情
報
公
開
を

　
町
長 

― 

誓
約
書
提
出
で
見
学
を

問

問

問問

問

公
開
に
つ
い
て
質
問
し
、
そ

の
た
び
に
情
報
公
開
、
更
新

に
つ
い
て
行
う
と
言
っ
て
い

る
が
、
職
員
の
疲
弊
の
件
は

初
め
て
聞
く
が
、
な
ぜ
そ
の

こ
と
を
触
れ
な
か
っ
た
の
か
。

課
長　

火
だ
ね
を
広
げ
な
い

問

町
長

町
長

副
町
長

副
町
長

町
長

課
長



こ
と
は
出
来
な
い
の
か
。

町
長　

町
と
し
て
補
助
金
を

交
付
し
て
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

普
及
に
当
た
っ
て
き
た
経
緯

は
あ
る
。
三
日
月
の
味
噌
の

工
場
や
加
工
所
に
は
パ
ネ
ル

を
設
置
し
て
売
電
す
る
計
画

で
進
め
て
い
る
。

問　

町
の
公
用
車
に
つ
い
て
、

電
気
自
動
車
と
水
素
自
動
車

の
配
置
状
況
は
。

町
長　

公
用
車
は
１
９
０
台

あ
る
が
、
そ
の
中
で
電
気
自

動
車
が
１
台
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
が
５
台
あ
り
、
水
素
自

動
車
は
配
置
し
て
い
な
い
。

う
に
な
っ
た
。

問　

令
和
６
年
11
月
以
降
防

犯
灯
と
し
て
電
気
代
を
町
が

支
払
う
事
に
な
っ
た
経
過
を

も
う
一
度
確
認
し
た
い
。

町
長　

10
隣
保
は
町
が
住
宅

団
地
と
し
て
造
成
し
た
と
い

う
経
過
も
考
慮
し
て
町
が
支

払
う
よ
う
に
な
っ
た
。

問　

10
隣
保
が
支
払
っ
た
８

年
分
の
電
気
代
の
返
還
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
10
隣
保
が
勝

手
に
契
約
し
た
た
め
に
返
還

は
出
来
な
い
と
企
画
防
災
課

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
今
一
度
詳
細
な
説
明

を
聞
き
た
い
。

町
長　

ま
ず
、
勝
手
に
契
約

を
し
た
と
い
う
回
答
は
し
て

い
な
い
。
街
路
灯
に
区
分
変

更
す
る
際
、
当
時
の
隣
保
長

の
了
承
を
得
た
上
で
、
関
西

電
力
と
契
約
を
さ
れ
て
い
る
。

問　

町
は
Ｃ
０
２
削
減
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
役
場

庁
舎
と
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

等
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設

置
す
れ
ば
ど
れ
く
ら
い
Ｃ
Ｏ

２
の
削
減
に
な
る
の
か
試
算

し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

町
長　

詳
し
く
試
算
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
強
い
危
機
感

と
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
上

月
小
学
校
の
上
や
申
山
、
秀

谷
で
大
規
模
な
太
陽
光
発
電

を
し
て
い
る
。

問　

個
人
の
自
宅
の
屋
根
や

空
き
地
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
町
が
補
助
す
る

本位田甲隣保内街路灯の区分は

　町長 ― 造成経過を踏まえて防犯灯へ見直した　

問　

本
位
田
甲
10
隣
保
の
住

民
の
方
か
ら
、
11
隣
保
と
比

べ
差
が
あ
る
の
は
何
故
か
、

私
の
家
に
隣
保
長
が
４
回
５

回
来
ら
れ
て
役
場
と
の
中
に

入
っ
て
ほ
し
い
旨
あ
り
、
平

成
28
年
５
月
か
ら
な
ぜ
10
隣

保
の
生
活
道
路
町
道
に
も
関

わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
取
扱

い
に
な
っ
た
の
か
。

町
長　

前
の
隣
保
長
と
話
し

合
い
納
得
の
う
え
、
そ
の
よ

問問

問

問問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
み

に
つ
い
て

▲太陽光発電施設（久崎）

岡本 義次 議員

おかもと よしつぐ

7
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保
護
者
に
不
安
を
与
え
る
。

熊
の
駆
除
、
対
策
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
タ

ギ
と
言
わ
れ
る
方
に
来
て
い

た
だ
き
熊
猟
の
講
習
を
考
え

て
は
。

町
長　

熊
の
分
布
が
非
常
に

拡
大
し
て
い
る
。
し
か
し
、

佐
用
町
地
域
で
は
熊
の
狩
猟

が
禁
止
と
の
発
表
さ
れ
て
い

る
。

問　

熊
の
事
故
が
あ
っ
た
時
、

だ
れ
が
責
任
を
と
る
の
か
。

以
前
の
よ
う
に
夜
安
心
し
て

外
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
で
あ
る
。

町
長　

県
に
は
強
く
申
し
入

れ
て
い
る
。

道
整
備
を
早
急
に
行
う
べ
き

で
あ
る
。

町
長　

観
光
産
業
は
ヒ
マ
ワ

リ
以
外
に
も
春
に
は
笹
が
丘

荘
の
桜
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
等
に

仁
位
山
城
跡
な
ど
が
あ
る
。

質
問
の
陣
屋
門
は
地
元
文
化

財
の
保
全
希
望
も
あ
り
、
石

垣
、
堀
の
工
事
等
、
整
備
が

行
わ
れ
た
。
合
併
後
も
表
門

の
移
築
復
元
整
備
な
ど
を
行

っ
て
き
た
。
た
だ
、
陣
屋
門

周
辺
で
駐
車
場
確
保
は
難
し

く
会
場
か
ら
離
れ
た
場
所
に

な
る
。
味
わ
い
の
里
と
も
連

携
を
取
り
な
が
ら
運
営
を
検

問　

佐
用
町
の
観
光
産
業
と

言
え
ば
ま
ず
、
ヒ
マ
ワ
リ
が

思
い
浮
か
ぶ
。
た
だ
、
旧
町

ご
と
に
観
光
産
業
は
あ
る
。

旧
三
日
月
町
に
お
い
て
は
陣

屋
門
に
三
日
月
と
し
て
相
当

な
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
。
し

か
る
に
先
般
行
わ
れ
た
武
家

屋
敷
マ
ル
シ
ェ
で
感
じ
た
こ

と
は
、
駐
車
場
が
遠
す
ぎ
る
。

足
腰
に
自
信
が
な
け
れ
ば
会

場
に
足
を
運
ぶ
事
は
難
し
い
。

上
月
城
跡
に
し
て
も
、
調
査

の
進
展
は
ど
の
様
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
山
道
に
は
風
倒

木
も
あ
り
危
険
で
あ
る
。
山

　
　

近
年
、
中
型
の
獣
か
ら

大
型
の
熊
ま
で
被
害
が
増
え

て
い
る
。
今
年
は
上
月
中
学

校
の
裏
近
く
で
目
撃
さ
れ
て

い
る
。
小
、
中
、
保
育
園
が

集
中
す
る
地
域
で
の
目
撃
は

町
長

町
長

▲上月城跡

▲経納遺跡　遺構平面

佐
用
町
の
観
光
産
業
に
つ
い
て

　
副
町
長 

― 

隠
れ
た
資
源
に
も
光
を
当
て
て
い
き
た
い

問

獣
害
対
策
に
つ
い
て

山本 幹雄　議員

やまもと みきお

討
す
る
。
上
月
城
遺
跡
の
進

捗
は
未
調
査
の
臨
時
的
な
砦

十
数
か
所
の
約
８
割
を
調
査

完
了
、
文
化
的
価
値
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

問　

久
崎
に
は
経
納
遺
跡
が

あ
る
。
先
日
、
奈
良
と
静
岡

か
ら
人
が
来
ら
れ
経
納
遺
跡

に
つ
い
て
話
を
さ
れ
て
い
た
、

か
な
り
古
く
貴
重
な
遺
跡
と

の
事
、
観
光
産
業
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

副
町
長　

隠
れ
た
資
源
に
も

光
を
当
て
て
い
き
た
い
。

問

問問

町
長

副
町
長



高
血
圧
、
脳
血
管
疾
患
、
糖

尿
病
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
壮
年
期
か
ら
の
健

康
管
理
が
必
要
な
疾
患
と
い

え
る
。

問　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

け
る
健
康
づ
く
り
と
健
康
寿

命
を
延
ば
す
取
組
み
は
。

町
長　

健
康
寿
命
と
は
健
康

上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活
で

き
る
期
間
の
こ
と
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、

幼
児
期
に
は
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
朝
食
を
と
り
、
成
人
期

に
は
野
菜
を
十
分
に
と
り
適

正
体
重
を
維
持
し
、
高
齢
期

に
は
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め

多
様
な
食
品
の
摂
取
な
ど
年

代
に
応
じ
た
食
育
の
推
進
を

図
る
。

　

各
年
代
で
の
適
切
な
予
防

策
や
生
活
習
慣
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
長
期
的
な
健
康
維

持
や
病
気
の
予
防
に
も
つ
な

げ
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
、
保
健
や
介
護
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
部
局
も
含
め

て
連
携
し
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
、
心
身
の
健
康
づ

く
り
に
も
つ
な
げ
る
。

シ
ス
テ
ム
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ

ム
）
を
活
用
し
、
国
保
、
介

護
保
険
の
被
保
険
者
の
医
療

情
報
や
介
護
情
報
を
一
元
化

し
、
医
療
費
の
分
析
や
動
向
、

健
診
・
医
療
・
介
護
か
ら
み

え
る
、
地
域
の
現
状
把
握
や

健
康
管
理
の
課
題
把
握
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
健
康
カ
ル

テ
シ
ス
テ
ム
に
は
妊
産
婦
期

か
ら
乳
幼
児
期
の
健
康
情
報
、

特
定
検
診
、
が
ん
検
診
、
予

防
接
種
情
報
を
管
理
し
て
い

る
。

問　

要
支
援
・
要
介
護
に
認

定
さ
れ
た
要
因
は
。

町
長　

最
も
多
い
の
は
整
形

外
科
疾
患
で
23
・
８
％
を
占

め
て
い
る
。
次
い
で
認
知
症

で
13
・
３
％
、
以
下
心
疾
患
、

と
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
が

重
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

問　

健
康
情
報
を
管
理
す
る

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

町
長　

国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

問　

健
康
づ
く
り
は
、
一
朝

一
夕
に
結
果
が
で
る
も
の
で

は
な
く
、
長
く
継
続
す
る
こ

と
で
そ
の
効
果
が
わ
か
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
る
。
見
解

は
。

町
長　

心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
を
送
る
こ
と
は
、
全
て

の
方
の
願
い
で
あ
り
、
毎
日

の
生
活
が
い
き
い
き
と
豊
か

で
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯

に
わ
た
り
生
き
が
い
づ
く
り

※
１
ng
（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
は

10
億
分
の
１
ｇ
（
グ
ラ
ム
）。

これからの健康づくりの推進について

　町長 ― 各課連携し、取り組みを継続する

問問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

▲健康づくりセミナー

高見 寛治 議員

たかみ かんじ

9
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護
者
と
の
協
議

は
。

教
育
長　

学
校

や
教
育
委
員
会

に
お
い
て
、
保

護
者
の
方
と
話

が
で
き
る
機
会

を
捉
え
て
補
助

教
材
に
つ
い
て

話
題
提
供
し
、

意
見
交
換
が
で

き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

▲さんすうセット

▲三日月駅舎にあるおさよん看板

補
助
教
材
に
関
し
て
保
護
者
等
と
の
協
議
は

　
教
育
長 

― 

話
が
で
き
る
機
会
を
捉
え
て
意
見
交
換
し
た
い

問　

補
助
教
材
の
購
入
・
準

備
が
児
童
・
生
徒
・
保
護
者

に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い

る
と
の
声
が
あ
る
か
。

教
育
長　

購
入
に
関
し
て
、

保
護
者
等
の
経
済
的
負
担
が

過
剰
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ

う
留
意
し
て
い
る
。
子
育
て

支
援
・
ふ
る
さ
と
振
興
券
が

補
助
教
材
購
入
費
相
当
額
に

な
る
よ
う
、
各
学
校
間
で
の

差
が
可
能
な
限
り
無
い
よ
う

に
指
導
を
し
て
い
る
。

　

準
備
に
関
し
て
、
保
護
者

の
中
に
は
特
に
小
学
校
へ
の

入
学
時
に
さ
ん
す
う
セ
ッ
ト

お
さ
よ
ん
の
更
な
る

活
用

等
の
補
助
教
材
の
準
備
が
時

間
的
に
負
担
で
あ
る
と
の
声

が
あ
る
と
把
握
し
て
い
る
。

時
間
的
な
余
裕
が
で
き
る
よ

う
説
明
会
の
時
期
な
ど
工
夫

し
て
い
る
。

問　

補
助
教
材
を
学
校
で
共

有
す
る
取
組
み
の
拡
大
は
。

教
育
長　

学
校
間
で
差
が
生

じ
な
い
よ
う
に
考
慮
し
な
が

ら
、
教
材
の
使
用
頻
度
や
必

要
性
に
応
じ
、
各
学
校
で
の

保
有
・
共
有
を
検
討
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　

共
有
す
る
こ
と
で
の
環

境
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
。

教
育
長　

も
の
を
大
切
に
使

用
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
や

態
度
を
養
う
こ
と
は
環
境
保

全
に
つ
な
が
り
、
大
変
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

教
育
委
員
会
や
学
校
保

問

問問

問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問　

著
作
権
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

著
作
権
・
使
用
権
等 

一
切
の
権
利
は
町
観
光
協
会

が
譲
渡
を
受
け
て
い
る
。

問　

お
さ
よ
ん
を
活
用
し
た 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
含
む
デ
ジ

タ
ル
広
報
活
動
の
現
状
は
。

町
長　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
動
画
配
信

が
弱
い
と
感
じ
て
い
る
。

問　

２
Ｄ
・
３
Ｄ
モ
デ
ル
を

つ
く
り
、
デ
ジ
タ
ル
・
メ
タ

バ
ー
ス
で
の
ス
ポ
ー
ク
ス
キ

ャ
ラ
ク
タ
と
し
て
の
活
用
は
。

課
長　

非
常
に
面
白
い
考
え

方
か
と
思
う
が
、
声
を
当
て

る
人
を
継
続
的
に
確
保
で
き

る
か
な
ど
課
題
が
あ
る
。
テ

ロ
ッ
プ
で
の
利
用
な
ど
出
来

る
範
囲
で
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

観
光
資
源
や
特
産
品
を

Ｐ
Ｒ
す
る
取
組
み
に
お
い
て 

お
さ
よ
ん
の
積
極
的
活
用
は
。

町
長　

新
た
な
加
工
品
や
特

産
品
等
に
も
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

問問問

問

町
長

町
長

課
長

課
長

大村 　隼 議員

おおむら はやと



問　

跡
地
所
有
者
は
売
却
の

意
向
と
聞
い
て
い
る
。
売
却

先
に
は
、
平
福
の
景
観
や
環

境
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
指
導
す
る
べ
き
で

は
。

町
長　

売
却
先
に
は
景
観
や

環
境
に
つ
い
て
ご
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
伝
え
て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
跡
地

所
有
者
へ
も
お
願
い
し
て
い

る
。
町
へ
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、
県
の
景
観
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
た
指
導
し
て
い

く
。

て
い
る
の
か
。

町
長　

街
道
沿

い
に
景
観
に
合

っ
た
白
壁
を
設

置
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
。
こ

れ
は
快
く
存
続

を
承
諾
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

最
低
限
に
な
る

と

は

思

う

が

フ
ェ
ン
ス
等
の

設
置
を
お
願
い

し
て
い
る
。

国
道
に
出
る
交
差
点
。
道
路

改
修
前
は
停
止
線
が
あ
っ
た

が
無
く
な
っ
て
い
る
。
再
度
、

引
き
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

停
止
線
や
横
断
歩
道

の
設
置
は
警
察
の
管
轄
と
な

問　

㈱
平
福
電
機
製
作
所
の

工
場
を
除
却
し
、
更
地
に
す

る
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

平
福
の
中
心
部
で
大
き
な
更

地
の
ま
ま
と
い
う
の
は
景
観

上
、
防
犯
上
問
題
だ
。
面
積

は
い
く
ら
か
。

町
長　

１
４
０
０
㎡
く
ら
い

あ
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。

問　

南
側
は
現
在
空
き
家
だ

が
北
側
は
居
住
者
が
あ
る
。

境
に
目
隠
し
と
な
る
塀
な
ど

を
設
置
す
る
よ
う
に
指
導
し

平福陣屋門下、町道進入路が夜間はわかりにくい

　町長 ― 反射板の設置など、対策を検討

▲平福陣屋門下交差点、点滅式のポールが設置
されました

▲更地への工事が進む（株）平福電機製作所跡地

平
福
電
機
製
作
所
跡

地
に
つ
い
て

問　

平
福
陣
屋
門
下
な
ど
、

国
道
か
ら
町
道
に
入
る
と
こ

ろ
が
夜
間
は
わ
か
り
に
く
く
、

地
元
の
者
で
も
行
き
過
ぎ
て

し
ま
う
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、

早
瀬
の
一
本
松
前
、
橋
へ
の

入
り
口
も
わ
か
り
に
く
い
。

事
故
の
原
因
に
も
な
る
た
め

改
善
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

夜
間
は
交
差
点
の
位

置
が
わ
か
り
に
く
い
場
合
も

あ
る
が
、
安
全
な
運
転
に
努

め
て
も
ら
う
の
が
基
本
。

事
前
に
相
談
い
た
だ
い
て
い

る
平
福
陣
屋
門
下
交
差
点
、

早
瀬
の
浜
河
原
橋
の
入
り
口

に
つ
い
て
は
、
県
土
木
と
協

議
を
し
、
反
射
板
の
設
置
を

含
め
対
策
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

石
井
地
区
、
大
船
か
ら

問問 町
長

町
長

問問

問

町
長

町
長

町
長

児玉 雅善 議員

こだま まさよし
る
。
大
船
の
個
所
に
つ
い
て

は
、
警
察
と
の
協
議
に
よ
り
、

国
道
の
改
良
に
合
わ
せ
て
交

差
点
の
南
側
に
あ
っ
た
横
断

歩
道
を
北
側
へ
移
動
し
、
国

道
側
が
優
先
道
路
の
た
め
破

線
が
明
示
さ

れ
、
停
止
線

を
な
く
し
た
。

11
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５
０
０
０
円
、
令
和
４
年
度

６
０
０
０
円
か
か
っ
て
お
り
、

平
成
18
年
度
、
令
和
４
年
度

そ
れ
ぞ
れ
１
７
０
０
円
、
２

５
３
５
円
の
赤
字
に
な
っ
て

い
る
。

問　

将
来
に
向
け
水
道
料
金

が
ど
う
な
る
の
か
心
配
だ
が

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

人
口
減
少
に
よ
る
水

道
料
金
収
入
の
減
少
、
更
新

工
事
の
増
大
で
財
源
不
足
が

さ
ら
に
増
え
る
。
ま
た
令
和

６
年
度
よ
り
特
別
会
計
か
ら

公
営
企
業
会
計
の
財
務
適
用

に
移
行
し
た
た
め
本
来
な
ら

独
立
採
算
が
基
本
で
あ
る
が
、

今
ま
で
通
り
基
準
外
繰
入
で

問　

Ｅ
Ｖ
自
動
車
は
維
持
費

が
安
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
佐
用
町
の
よ
う
な
車

が
無
い
と
生
活
が
し
に
く
い

地
域
こ
そ
必
要
だ
と
思
う
が

当
局
の
見
解
は
。

町
長　

Ｅ
Ｖ
自
動
車
は
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
る
が
徐
々
に

改
善
さ
れ
て
い
る
認
識
で
あ

た
、
現
在
の
人
口
で
ど
れ
く

ら
い
の
費
用
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
。

町
長　

給
水
人
口
は
平
成
18

年
度
２
万
１
２
６
６
人
、
令

和
４
年
度
は
１
万
５
２
２
１

人
で
６
０
０
０
人
余
り
減
少

し
て
い
る
。
水
道
料
金
は
使

用
量
を
20
㎥
で
比
較
し
て
、

平
成
18
年
度
３
３
０
０
円
、

令
和
４
年
度
３
４
６
５
円
で
、

通
常
の
運
営
費
の
み
で
費
用

を
比
較
す
る
と
平
成
18
年
度

水
道
料
金
が
ど
う
な
る
の
か
心
配
だ

　
町
長 

― 

当
面
の
間
は
料
金
値
上
げ
の
予
定
は
な
い

問　

合
併
時
の
人
口
と
一
人

当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
費
用

が
か
か
っ
て
い
た
の
か
。
ま

問

問

町
長

町
長

▲真盛浄水場　増設浄水池

Ｅ
Ｖ
自
動
車
購
入
に

町
単
独
の
補
助
は
考

え
れ
な
い
か

る
。
国
で
は
２
０
３
５
年
ま

で
に
電
動
自
動
車
の
販
売
を

１
０
０
％
に
す
る
計
画
が
あ

り
現
在
新
車
購
入
時
に
15
万

円
か
ら
85
万
円
の
補
助
が
有

る
。
言
わ
ば
国
を
挙
げ
て
の

計
画
で
あ
り
、
現
段
階
で
は

佐
用
町
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
。
し
か
し
、
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
技
術
革
新
や
国
の

施
策
の
進
め
方
に
は
注
視
す

る
必
要
が
あ
る
。

問町
長

森脇 裕和 議員

もりわき ひろかず

財
源
不
足
を
補
い
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
し
な
い
よ
う
に

努
力
す
る
。
し
か
し
、
い
つ

か
の
時
点
で
は
水
道
料
金
の

改
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
時

期
は
来
る
。
今
後
の
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
令
和
８
年
度

か
ら
令
和
17
年
度
ま
で
の
経

営
戦
略
を
策
定
し
、
更
新
工

事
な
ど
は
、
平
準
化
し
て
合

理
的
な
投
資
を
す
る
。
町
と

し
て
国
、
国
会
議
員
に
も
し

っ
か
り
と
し
た
支
援
を
訴
え

て
い
く
。



族
介
護
教
室
、
認
知
症
家
族

の
会
な
ど
介
護
者
同
士
の　

交
流
を
深
め
る
事
業
の
実
施
。

　

独
自
事
業
で
、
日
常
生
活

に
お
い
て
、
常
時
介
護
を
必

要
と
す
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
を
、
在
宅
介
護
し
て
い
る

介
護
者
に
対
し
て
、
月
額
１

万
円
の
手
当
を
支
給
し
経
済

的
負
担
の
軽
減
。

　

一
人
で
介
護
の
悩
み
を
抱

え
こ
ま
ず
に
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

問　

介
護
人
材
の
状
況
は
。

課
長　

支
え
る
人
が
少
な
く

な
る
こ
と
が
不
安
。
資
格
取

得
に
補
助
事
業
。
介
護
が
軽

度
な
人
は
、
地
域
で
支
え
あ

う
よ
う
な
こ
と
を
推
進
。

関
係
機
関
と
連
携
を
と
っ
て
、

高
齢
者
本
人
や
介
護
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問　

介
護
者
の
介
護
疲
れ
を

避
け
る
た
め
の
対
策
は
。　

町
長　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
や
、

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療

院
。
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

関
連
で
、
定
期
巡
回
、
通
所

介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
等
。
色
ん
な
種
類
の

沢
山
の
施
設
が
あ
り
、
色
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お

り
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
年

介
護
課
が
作
成
の
介
護
保
険

利
用
の
し
お
り
に
整
理
し
て

掲
載
。

問　

介
護
者
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
か
ら
相
談
と
か
苦
情
は
。

町
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
者
施
策
の
中

心
と
な
る
組
織
と
し
て
、
介

護
保
険
に
関
す
る
相
談
だ
け

で
な
く
、
特
に
困
難
な
事
例

の
場
合
は
、
役
場
関
係
課
、

介護者の介護疲れを避けるための対策

　町長 ― サービスを有効利用し、介護疲れを軽減

問　

要
介
護
の
人
数
は
。

町
長　

令
和
５
年
度
末
で
１

５
４
２
人
。
内
訳
は
、
要
支

援
１
・
２
が
４
６
１
人
、
要

介
護
１
～
５
が
１
０
８
１
人
。

問　

居
宅
介
護
と
施
設
入
所

の
内
訳
は
。

町
長　

月
平
均
で
居
宅
介
護

で
１
１
７
２
人
、
施
設
介
護

で
３
３
９
人
が
利
用
。

問　

介
護
保
険
事
業
の
具
体

的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
。

町
長　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
関
連

で
、
訪
問
介
護
、
看
護
、
入
浴
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通

所
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
居

宅
療
養
管
理
指
導
、
福
祉
用

具
貸
与
、
短
期
入
所
生
活
介

護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
等
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
関
連
で
、
特

問問問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

▲被保険者の推計

▲要介護認定率の推移（第1号被保険者の認定者割合）

課
長

幸田 勝治 議員

こうだ かつじ
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
、
介
護

施
設
に
短
期
入

所
な
ど
、
各
種

介
護
サ
ー
ビ
ス

が
沢
山
あ
り
、

本
人
や
介
護
者

に
あ
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
、
有
効

に
利
用
し
て
介

護
疲
れ
を
軽
減
。

　

家
族
介
護
者

交
流
事
業
、
家

13
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12月定例会

な
ど
の
早
い
対
応
が
で
き
な

い
か
。

町
長　

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

気
付
き
難
い
所
も
あ
る
が
、

県
土
木
と
町
で
情
報
共
有
し

て
、
安
全
な
通
行
の
道
路
管

理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

副
町
長　

高
校
前
の
細
い
道

路
、
用
事
の
な
い
方
は
、
で

き
る
限
り
バ
イ
パ
ス
を
通
っ

て
頂
き
た
い
。

で
不
妊
手
術
、
首
輪
着
用
の

重
要
性
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

問　

地
域
猫
活
動
に
対
し
て

自
治
体
と
し
て
協
力
で
き
な

い
か
。

町
長　

飼
い
主
の
い
な
い
猫

を
地
域
で
管
理
す
る
取
組
み

を
、
任
意
団
体
で
獣
医
師
会

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
地
域
付
き

合
い
の
課
題
。
二
地
域
居
住

断
念
後
の
空
き
家
対
応
問
題

が
あ
る
。

問　

二
地
域
居
住
の
改
正
法

施
行
後
の
取
組
み
は
。

町
長　

今
後
の
県
の
整
備
計

画
の
情
報
を
共
有
し
検
討
し

て
い
く
。　

問　

通
学
路
の
安
全
に
つ
い

て
は
。

町
長　

毎
年
度
、
通
学
路
の

安
全
点
検
の
協
議
会
を
行
い

安
全
に
努
め
て
い
る
。

問　

車
い
す
の
通
り
や
す
い

歩
道
の
段
差
の
解
消
、
除
草

問　

ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

広
報
さ
よ
う
で
、
飼

い
主
の
い
な
い
猫
に
無
責
任

な
餌
や
り
注
意
喚
起
や
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

を
掲
載
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

件
あ
る
。

問　

二
地
域
居
住
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

メ
リ
ッ
ト
は
、
人
口

問　

猫
の
ト
ラ
ブ
ル
、
苦
情
、

相
談
は
何
件
あ
っ
た
か
。

町
長　

だ
い
た
い
、
年
平
均

５
件
の
苦
情
相
談
が
あ
る
。

佐
用
町
で
の
地
域
猫

活
動
の
必
要
性

歩
道
の
設
置
で
車
い

す
の
通
行
、
通
学
路

の
安
全
を

「
二
地
域
居
住
」
促
進
の
支
援
は

　
町
長 

― 

県
整
備
計
画
の
情
報
を
共
有
し
検
討
す
る

問　

町
に
移
住
の
方
、
二
地

域
居
住
者
の
件
数
は
。　

町
長　

平
成
28
年
か
ら
今
年

11
月
現
在
ま
で
計
73
件
、
そ

の
内
、
二
地
域
居
住
者
は
７

問

問問 増
、
新
た
な
地
域
の
担
い
手
、

空
き
家
有
効
活
用
、
新
た
な

仕
事
や
雇
用
が
期
待
で
き
る
。

▲地域猫 ( 耳先 V字カット）

▲草刈り後の歩道

▲

二
地
域
居
住
の
イ
メ
ー
ジ
表

問

問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

町
長

大内 将広 議員

おおうち まさひろ

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
大
学
生

な
ど
が
共
同
で
活
動
し
て
い

る
所
も
あ
る
。
町
で
も
そ
う

い
っ
た
団
体
か
ら
相
談
や
支

援
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
何

が
で
き
る
の
か
。
何
が
効
果

的
な
の
か
な
ど
を
検
討
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。



予
定
し
て
い
る
。
同
日
、
写

真
展
な
ど
自
主
的
な
取
組
み

に
、
場
所
の
提
供
な
ど
は
協

力
す
る
。

問　

自
衛
隊
に
、
高
校
・
大

学
卒
業
年
齢
に
あ
た
る
18
才

と
22
才
の
個
人
情
報
を
本
人

の
承
諾
も
な
く
提
供
し
て
い

る
と
し
て
、
奈
良
市
や
神
戸

市
で
訴
訟
が
さ
れ
て
い
る
。

佐
用
町
は
ど
の
程
度
協
力
し

て
い
る
か
。

課
長　

住
民
課
で
、
住
民
基

本
台
帳
の
閲
覧
で
対
応
し
て

い
る
。　

マ
イ
ナ
保
険
証

の
管
理
は
、
家

族
４
・
施
設
１

・
検
討
中
４
・

未
定
２
。

問　

後
期
高
齢

者
医
療
保
険
証

の
「
資
格
確
認

書
」
は
、
す
べ

て
の
人
に
申
請

な
し
に
交
付
す

る
よ
う
要
請
す

問　

12
月
10
日
、
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会
が
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。

町
は
、
令
和
６
年
３
月
に

「
非
核
平
和
町
宣
言
」
を
行

っ
た
が
、
来
年
度
「
原
爆
展
」

や
戦
争
体
験
を
聞
く
会
な
ど
、

平
和
事
業
の
取
組
み
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

町
長　

令
和
７
年
度
は
、
戦

後
80
年
の
節
目
の
年
で
、
８

月
16
日
、
戦
没
者
慰
霊
祭
を

被
爆
80
年
、
平
和
事

業
の
取
り
組
み
を

平岡きぬゑ 議員

ひらおか

▲原爆の子の像（広島平和記念公園）

問

問

町
長

課
長

べ
き
だ
。

課
長　

現
在
の
保
険
証
は
、

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
有

効
で
、
更
新
時
に
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
る
人
へ
の

「
資
格
確
認
書
」
の
配
布
は
、

県
が
決
定
す
る
。

問　

高
齢
者
施
設
に
入
居
さ

れ
て
い
る
方
の
健
康
保
険
証

の
扱
い
の
実
態
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長　

町
内
11
ヶ
所
の
施
設

に
確
認
し
た
。
現
行
の
健
康

保
険
証
管
理
は
、
施
設
５
・

家
族
５
・
原
本
コ
ピ
ー
１
。

健康保険証の存続を

　町長 ― 資格確認書は現保険証同様に受診できる

問　

政
府
は
、
現
行
保
険
証

の
新
規
発
行
を
12
月
２
日
で

停
止
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証

は
、
５
年
の
有
効
期
限
が
あ

る
。
健
康
保
険
証
と
ほ
ぼ
同

じ
内
容
が
記
載
さ
れ
医
療
が

受
け
ら
れ
る
「
資
格
確
認
書
」

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
人
に
は
自
動
的
に
交
付

さ
れ
る
が
、
持
っ
て
い
る
人

は
ど
う
な
る
の
か
。

町
長　

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、

本
人
の
管
理
が
基
本
だ
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
要
介
護
や
病
気
で
顔

認
証
な
ど
が
困
難
に
な
っ
た

場
合
、
登
録
解
除
申
請
を
行

え
ば
約
１
～
２
ヶ
月
後
に

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ

れ
る
。

問

問問

町
長

町
長

課
長

15
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10
月
３
日
に
、
部
活
動
の

地
域
移
行
の
現
状
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
よ
り
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
の
部
活
動
は
、

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
、
縮

小
し
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
・
先
生
た
ち
に
負
担

を
か
け
な
い
よ
う
、
朝
練
を

無
く
す
な
ど
、
部
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

国
か
ら
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
方
針
が
出
さ
れ
、

文
部
科
学
省
か
ら
令
和
５
年

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
取

組
み
が
示
さ
れ
、
少
し
ず
つ

動
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
町
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て

▲播磨町の視察

委員会の動き
総務常任委員会（10/3、11/6）　産業厚生常任委員会 (10/9、10/31 ～ 11/1、11/13)

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
廣
利
　
一
志

部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の

取
組
み
状
況
の
確
認

播
磨
町
教
育
委
員
会
視
察
、

調
査

い
ま
す
が
、
学
校
の
指
導
方

針
と
の
調
整
を
ど
う
進
め
て

い
く
か
な
ど
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　

指
導
者
の
人
材
確
保
に
つ

い
て
は
、
教
員
Ｏ
Ｂ
や
、
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
を
幅
広
く
配
置
し
て
い
く

こ
と
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
方
た
ち
を
活
動

指
導
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ

く
た
め
、
県
に
報
告
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

11
月
６
日
に
、
兵
庫
県
播

磨
町
を
訪
れ
、
学
校
部
活
動

の
地
域
移
行
に
つ
い
て
視
察

・
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

播
磨
町
で
は
、
部
活
動
を

社
会
体
育
と
位
置
づ
け
、「
Ｎ

ＰO

法
人
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

21
は
り
ま
」
に
一
元
化
し
て

取
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

指
定
管
理
も
行
っ
て
い
ま
す
。

運
営
母
体
を
１
つ
に
す
る
こ

と
、
指
導
員
に
報
酬
を
支
払

う
こ
と
な
ど
、
播
磨
町
モ
デ

ル
を
つ
く
り
、
現
在
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
ク
ラ
ブ
ラ
イ

フ
を
確
立
す
る
た
め
種
目
ご

と
に
事
業
部
制
と
し
、
日
本

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
登
録
、
不

登
校
支
援
、
小
中
９
年
間
の

継
続
し
た
指
導
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

部
活
動
の
地
域
移
行
の
き

っ
か
け
は
、
令
和
５
年
に
国

の
方
針
で
地
域
移
行
が
打
ち

出
さ
れ
、
部
活
動
指
導
員
の

設
置
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た

こ
と
。
国
の
モ
デ
ル
事
業
に

認
定
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

平
日
は
学
校
部
活
動
と
し
て
、

休
日
は
社
会
体
育
と
し
て
、

部
活
動
の
地
域
移
行
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
移
行
に
よ
り
、
今
ま

で
選
択
肢
に
な
か
っ
た
種
目

（
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
茶
道
な
ど
）

が
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
や
、
多
世
代
の
交
流
が
生

ま
れ
る
な
ど
の
、
相
乗
効
果

が
出
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
指
導
者
数
は
、
１

２
０
名
（
内
、
教
員
は
50
名
）
。

全
て
の
ク
ラ
ブ
に
部
活
動
指

導
員
が
１
人
以
上
い
ま
す

が
、
教
員O

Ｂ
、
教
員
の
兼

職
、
兼
業
な
ど
も
行
い
な
が

ら
、
指
導
者
数
を
さ
ら
に
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

費
用
負
担
に
関
し
て
は
、

現
在
は
、
二
段
階
で
負
担
金

を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
モ
デ
ル
事
業
期
間
中
な
の

で
、
保
護
者
の
負
担
は
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
町

が
１
人
あ
た
り
１
万
円
～
１

万
５
千
円
ほ
ど
負
担
し
て
い

る
の
で
、
今
後
は
財
政
的
な

支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
、
将
来
は
ふ

る
さ
と
納
税
も
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
保
護
者

は
、
部
活
動
は
無
償
だ
と
思

っ
て
お
り
、
会
費
の
徴
収
に

つ
い
て
理
解
い
た
だ
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

今
後
は
流
通
科
学
大
学
と

の
連
携
も
模
索
し
、
令
和
８

年
か
ら
令
和
10
年
を
目
途
に

地
域
へ
の
完
全
移
行
を
目
指

し
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
育
成

及
び
地
域
ク
ラ
ブ
の
将
来
の

指
導
者
育
成
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。



　

年
間
を
通
し
て
町
外
か
ら

多
く
の
利
用
者
が
訪
れ
る
、

南
光
自
然
観
察
村
キ
ャ
ン
プ

場
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、

10
月
９
日
に
現
地
を
視
察
し

調
査
し
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
平
成
９

年
に
第
１
期
施
設
と
し
て
、

キ
ャ
ビ
ン
棟
、
コ
テ
ー
ジ
、

テ
ン
ト
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン

し
、
そ
の
後
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
式
サ
ウ
ナ
等

を
増
設
し
、
現
在
の
規
模
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
令
和
元
年
度

に
は
、
平
成
21
年
の
水
害
前

の
１
万
９
４
０
０
人
余
り
ま

で
回
復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
２
・
３
年
度
は
、
新
型

▲ＩＣＴの授業風景（上月小学校）

▲南光自然観察村

南
光
自
然
観
察
村
キ
ャ

ン
プ
場
の
運
営
状
況
の

調
査

町
営
住
宅
の
維
持
管
理
等

の
調
査

上
月
小
学
校
、
上
月
中
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
授
業
視
察
及

び
教
員
と
の
意
見
交
換

■
佐
用
ま
な
び
舎
農
園
を
　

現
地
調
査

　

10
月
３
日
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
、

上
月
小
学
校
、
上
月
中
学
校

の
授
業
を
視
察
し
、
教
育
委

員
会
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
は
、
令
和
２
年
度
に
開

始
さ
れ
、
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

を
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
、

強
力
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
貸
与
し
、

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
が
ど
こ
で
も
学
習
が
で

き
る
環
境
を
実
現
す
る
と
い

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
効
果
は,

、

授
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
と
し
て
、

子
ど
も
一
人
一
人
に
合
わ
せ
、

　

11
月
13
日
に
町
内
に
４
９

１
戸
あ
る
公
営
住
宅
、
定
住

促
進
住
宅
等
の
維
持
管
理
の

状
況
に
つ
い
て
、
調
査
し
ま

し
た
。

　

佐
用
町
が
管
理
す
る
公
営

住
宅
等
は
、
公
営
住
宅
、
特

個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
習
の

促
進
が
あ
り
ま
す
。
デ
メ
リ

ッ
ト
と
し
て
、
情
報
が
瞬
時

に
拡
散
す
る
危
険
性
が
あ
る

こ
と
。
ま
た
、
画
面
を
使
っ

て
授
業
す
る
と
、
流
れ
が
わ

か
り
づ
ら
い
の
で
、
黒
板
、

張
り
紙
な
ど
ア
ナ
ロ
グ
な
も

の
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
先
生
の
負
担
に

つ
い
て
は
、
苦
手
意
識
が
あ

る
先
生
の
た
め
、
研
修
や
何

度
で
も
質
問
出
来
る
よ
う
な

サ
ポ
ー
ト
環
境
を
整
え
、
研

鑽
を
し
て
い
ま
す
、
と
の
こ

と
で
し
た
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
高
見
　
寛
治

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
る
休
業
期
間
が
あ
っ

た
た
め
、
落
ち
込
み
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
は
、
過
去

最
高
の
２
万
１
５
０
０
人
余

り
の
利
用
者
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
、
近

隣
市
町
に
類
似
の
施
設
等
が

オ
ー
プ
ン
し
た
た
め
10
％
減

の
１
万
９
４
０
０
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

収
入
金
額
は
、
利
用
者
に

比
例
し
て
増
減
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
３
年
度
に
、
通
常

時
、
繁
忙
期
、
閑
散
期
と
３

シ
ー
ズ
ン
に
分
け
た
料
金
改

正
を
行
い
、
令
和
４
年
度
に

は
近
年
で
は
最
高
額
の
５
１

３
０
万
円
余
り
の
収
入
金
額

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
、
県
内
が
73
％

で
一
番
多
く
、
次
に
大
阪
府

の
21
％
、
岡
山
県
の
２
％
と

な
り
、
全
国
の
28
都
道
府
県

か
ら
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

開
設
か
ら
27
年
が
経
過
し
て

い
る
た
め
、
今
後
は
施
設
の

計
画
的
な
改
修
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
る
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
設
備
の
増
設
等
を
行
い
、

家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
し
、
自
然
観
察

村
の
独
自
性
を
活
か
し
た
キ

ャ
ン
プ
場
と
し
て
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
利
用
者
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
迎
え
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

定
公
共
賃
貸
住
宅
、
改
良
住

宅
、
定
住
促
進
住
宅
の
４
種

類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
法
令
・
条
例
に
よ
る
設
置

根
拠
が
あ
り
入
居
対
象
者
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。　

　

今
回
は
、
そ
の
中
で
管
理

戸
数
の
多
い
、
公
営
住
宅
と

定
住
促
進
住
宅
に
つ
い
て
調

査
し
ま
し
た
。

　

公
営
住
宅
は
、
健
康
で
文

化
的
な
生
活
を
営
む
に
足
り

る
住
宅
を
整
備
し
、
こ
れ
を

住
宅
に
困
窮
す
る
低
所
得
者

に
対
し
て
低
廉
な
家
賃
で
賃

貸
し
、
又
は
転
貸
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
民
生
活
の
安
定

と
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

入
居
資
格
は
、
税
金
の
滞

納
の
な
い
方
、
現
在
住
居
に

困
っ
て
い
る
方
、
収
入
基
準

に
合
う
方
等
の
入
居
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

定
住
促
進
住
宅
は
、
町
内

に
定
住
を
希
望
す
る
者
に
対

し
、
良
質
な
住
宅
を
貸
与
す

る
こ
と
に
よ
り
、
定
住
の
促

進
と
人
口
の
減
少
を
抑
制
す

17
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早生樹を使った
森林再生の取組み

エネルギーの
地産地消の取組み

る
な
ど
、
居
住
の
安
定
と
町

の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
居
資
格
は
新
婚
世
帯
、

子
育
て
世
代
、
一
般
入
居
者

等
で
、
収
入
基
準
が
一
定
以

上
の
収
入
の
あ
る
方
な
ど
の

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

増
え
て
き
た
空
室
対
策
や
経

年
劣
化
に
よ
る
大
規
模
改
修

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

課
題
に
つ
い
て
は
、
佐
用
町

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
、
住
宅
戸
数
の
適

正
化
や
入
居
要
件
の
緩
和
な

ど
行
い
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　千葉県富里市周辺でユーカリなどの早生樹

を使って森林再生に取り組んでいる㈱ＥＧ 

Ｆｏｒｅｓｔ社の植林をされた現地と育苗施

設を視察しました。

　千葉県は令和元年の台風15号により、各

地で風倒木による停電被害等が発生し、住民

生活に大きな影響を与えていました。㈱ＥＧ 

Ｆｏｒｅｓｔ社は風倒木の伐採のみに終わら

ず、伐採後の森林再生に早生樹を植林し、育

林、収穫し、バイオマスエネルギ―、建築素

材等に可能性を求め、約10年のサイクルで

自立した産業化を目指しています。

　現在は令和４年10月からユーカリ（５種）、

センダンなどの早生樹を試験植樹し、経過観

察中であります。風倒木を伐採し試験植樹を

されている現場は、緩やかな丘陵地で、道路

が整備されているところでした。

　植樹に使う苗は、現地の育苗業者の指導を

受けながら、補助事業を利用して建てた鉄骨

造りのビニールハウスで播種を中心に行われ

ていました。

　植林地は、風倒

木伐採後に所有者

から借り受け、令

和４年、５年に県

内6市町に8.8ha

を植林されていま

した。

　佐用町では、令

和５年度から早生

樹を使った森林再

生の取り組みを始

めています。

　全国で初めての、成田市と香取市の２市で

取り組む地域電力会社の事業を視察しました。

　この地域電力事業は、地域で発電された（成

田市の清掃工場と香取市の太陽光発電所）再

生可能エネルギーを地域で活用する「エネル

ギーの地産地消」を進め、公共施設への電力

供給による電力コスト削減と売電収入の増加

による財政メリットと地域循環型社会の形成

のための事業として取り組まれました。

　平成28年度に成田市、香取市、株式会社

洸陽電機（プロポーザル方式により採択）の

３者により、株式会社成田香取エネルギーを

設立され、２市の２６８の公共施設への供給

が始まり、令和５年度には３２３に施設へと

増加しています。

　発電施設の維持管理は、それぞれ管理して

いる両市が行うこととなっており、会社自体

が修理や補修をすることはなく、また新たに

発電所を増設する予定はありませんとのこと

でした。

　この事業は、市民に直接電気を供給してい

ませんが、両市の公共施設に低廉な電気を供

給しているため、両市の電気コストの削減に

貢献されていました。

　佐用町では、にしはりま環境事務組合で管

理しているごみ焼却施設で発生した熱で発電

し、それを売電し管理費用に充てています。

また、２ヶ所のメガソーラー発電所で発電し

た電気は、全て売電し、子育て施策の財源に

充てています。 ▲ユーカリの試験植栽地

視察研修
　～早生樹を使った森林再生の取組みと
　　　　　　エネルギーの地産地消について～
　10月 31日、11月１日　千葉県成田市・富里市



組合議会・議会広報特別委員会活動報告

議員研究会に参加

播磨高原広域事務組合議会定例会

西はりま消防組合議会
10 月 28 日開催　

広報特別委員長　加古原　瑞樹

12 月 18 日開催　

組合議員　大村　隼

組合議員　廣利　一志

　太子町あすかホールで開催され議員全員で参加

しました。

　時事通信社元政治部長で政治ジャーナリストの

泉　宏氏の講演では、『衆院選の結果分析と石破政

権の行く末を予測』と題して、先日の選挙の分析

と少数与党の誕生から、今後の国政の運営予測を示

されました。また、元広島県廿日市市副市長の講師　

川本　達志氏の『役所を動かす質問の仕方』では、

一般質問の目的と意義に始まり、質の高い一般質問

を実現するために必要な事前の準備や考え方など

をご教授いただきました。

　定例議会が開催され、議案 5 件が全議員賛成で

可決しました。

議案

 ・職員の給与に関する条例及び会計年度任用職員の

　給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

・木戸口公園の指定管理者の指定

・令和６年度一般会計補正予算（第 1 号）

・令和６年度上水道事業会計補正予算（第 1 号）

・令和６年度下水道事業会計補正予算（第 1 号）

議案　

 ・令和５年度一般会計決算の認定

　西はりま消防組合一般会計歳入歳出決算審査意

見書を監査委員から報告の後、全議員賛成で可決し

ました。

一般質問

　各地域での防火・防災訓練の状況について質問が

あり、特に起震車が最近はない事の対応を問う質問

がありました。

答弁として、各地域の自治会などと共同で地域づく

りの一環として防火・防災訓練を広報し、取り入れ

るように取り組んでいるとの答弁がありました。ま

た起震車については、現在県に１台、神戸市に１台

のみで新規の購入は８千万円を超える高額である

ことまたレンタルも高額なため起震車なしの訓練

になっているとの答弁でした。

　臨時会が開催され、議案２件を全議員賛成で可決

しました。

議案

 ・西はりま消防組合職員の給与に関する条例等の一

　部を改正する条例

 ・令和６年度西はりま消防組合一般会計補正予算

　（第１号）

報告

 ・損害賠償の額を定める

　火災出動に伴う緊急走行中、車両を追い越そうと

　した際に接触し、車両を破損させたため。　

　損害賠償額　２１万４, ０９９円

 ・損害賠償の額を定める

　火災出動に伴う緊急走行中、交差点右折時に右後

　輪が量水器上を通過し、破損させたため　

　損害賠償額　３万７, ４９５円

10月25日開催　定例会

12月23日開催　臨時会
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編
集
後
記

　

今
年
は
60
年
に
一
度
巡
っ

て
く
る
乙
巳
（
き
の
と
・
み
）

の
年
で
、
変
化
と
革
新
（
古

い
も
の
を
捨
て
、
新
し
い
も

の
を
生
み
出
す
）・
成
長
と
発

展
・（
様
々
な
も
の
が
大
き
く

発
展
し
て
い
く
）
チ
ャ
ン
ス

（
新
し
い
こ
と
が
巡
っ
て
く

る
）
の
年
で
す
。
皆
さ
ん
の

生
活
が
大
き
な
変
化
や
成
長

が
期
待
で
き
る
年
に
な
る
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

私
た
ち
広
報
委
員
会
も
皆

さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
新
し
い
こ
と

に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
寒

い
日
が
続
き
ま
す
、
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。　

大
内　

将
広

委  

員  

長　

加
古
原
瑞
樹

副
委
員
長　

大
村　
　

隼

委　
　

員　

大
内　

将
広　

委　
　

員　

児
玉　

雅
善

委　
　

員　

小
林　

裕
和

委　
　

員　

平
岡
き
ぬ
ゑ

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議会を傍聴しませんか。傍聴はどなたでもできます。当日受付してください。

一般質問の録画・インターネット放映

佐用チャンネル３月議会の一般質問の模様は

４月に２回に分けて録画放映します。

佐用町の公式ホームページから、佐用町議会をクリックしていただき、

　　　　　　　　　　を　　クリックしてご覧ください。一般質問の録画映像

12月の一般質問は１月に放映しました。

インターネットでいつでもご覧いただけます。

4
（
火
）
本
会
議

5
（
水
）
予
算
特
別
委
員
会

6
（
木
）
予
算
特
別
委
員
会

7
（
金
）
総
務
常
任
委
員
会

11
（
火
）
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

※
一
般
質
問
の
模
様
は
佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
ま
す
。

３
月
定
例
会
の
予
定

表紙写真によせて

12
（
水
）
一
般
質
問

13
（
木
）
一
般
質
問

14
（
金
）
一
般
質
問
（
予
備
日
）

19
（
水
）
本
会
議

25
（
火
）
本
会
議

　

冬
の
寒
空
の
下
、
勢
い
よ

く
炎
が
燃
え
上
が
り
、
パ
チ

パ
チ
と
竹
の
燃
え
る
音
が

響
き
渡
り
ま
す
。
天
気
に
恵

ま
れ
、
１
０
０
人
近
く
の
人

が
集
ま
り
、
お
餅
を
焼
き
な

が
ら
楽
し
そ
う
に
談
笑
さ

れ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
方
た
ち
が
と
ん

ど
を
組
み
上
げ
て
い
く
と

こ
ろ
に
藁
や
材
木
を
運
ぶ

な
ど
、
慣
れ
な
い
作
業
に
も

関
わ
ら
ず
、
楽
し
そ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

と
ん
ど
の
当
日
は
、
火
を

つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

ま
り
、
最
後
は
、
家
か
ら
持

っ
て
き
た
バ
ケ
ツ
で
川
か

ら
水
を
汲
み
、
何
度
も
水
を

か
け
消
火
し
て
終
了
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
達
成
感

に
満
ち
た
笑
顔
を
見
て
い

る
と
、
共
同
作
業
を
通
じ
、

世
代
を
超
え
た
交
流
が
、
集

落
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て

い
る
と
確
信
で
き
ま
し
た
。

　
　

文　

加
古
原　

瑞
樹

　

こ
の
上
町
集
落
の
と
ん

ど
は
毎
年
、
高
年
ク
ラ
ブ
と

集
落
役
員
、
そ
し
て
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
が
中
心
と

な
っ
て
作
り
ま
す
。

　

特
に
中
学
生
は
、
普
段
行

か
な
い
山
に
入
り
竹
を
切

り
出
す
の
を
手
伝
い
、
高
年


